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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操
ク

ラ
ブ　
毎
日
午
前
６
時　
分
～
６

２０

時　
分
（
雨
天
中
止
）、
イ
オ
ン

５０
モ
ー
ル
東
久
留
米
駐
車
場
（
南
沢

五
丁
目
）で
。会
費
年
１
２
０
０
円
。

ラ
ジ
オ
体
操
で
心
と
身
体
の
健
康

増
進
を
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
篠
宮
☎
４
６
３
・
７
７
２
８
へ
。

　
◆
太
極
拳
を
楽
し
む
会　
毎
週

木
曜
日
午
前
９
時
半
～　
時
半
、

１１

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

１
５
０
０
円
。
転
倒
予
防
に
筋
力

を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
小
野
寺
☎
４
７
２
・
２

０
３
２
へ
。

　
◆
く
る
め
水
墨
画　
第
１
・
第

３
木
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
、

１０

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

講
師
は
日
本
水
墨
画
協
会
会
員
。

詳
し
く
は 
濱
崎 
☎
４
６
７
・
３
７

は
ま
ざ
き

６
３
へ
。

　
◆
日
本
画（
杉
の
会
）　
第
１
土

曜
日
午
前
９
時
半
～
正
午
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
創
作
室
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円（
材
料
費
を
含
む
）。

初
心
者
歓
迎
。
水
彩
か
ら
岩
絵
具

使
用
の
制
作
ま
で
個
別
に
対
応
し

ま
す
。
詳
し
く
は
木
村
☎
４
７

３
・
６
１
３
６
へ
。

　
◆
俳
句 
蕾 
の
会　
第
２
金
曜
日

つ
ぼ
み

午
後
１
時
～
４
時
、
西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
で
。
参
加
費
１
回
１
０
０

円
。
初
心
者
向
け
の
俳
句
を
楽
し

む
会
で
す
。
見
学
可
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
上
野

☎
０
８
０
・
２
１
０
７
・
８
５
０

５
へ
。催

し

　
◆
「
お
も
て
な
し
英
語
と
は
」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
英
会
話

実
習（
中
央
カ
ル
チ
ャ
ー
英
会
話
）

　
６
月　
日
（
木
）
午
後
２
時
～

２１

３
時
半
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

で
。
参
加
費
無
料
。
英
語
に
よ
る

上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
え
る

か
？
あ
な
た
の
英
語
力
。
講
師
は

ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ラ
ー
氏
。
詳
し

く
は
大
谷
☎
４
７
４
・
６
２
３
４

（
夜
間
）
へ
。

　
◆
体
力
測
定
会
（
東
久
留
米
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）　
６
月

　
日
（
月
）
午
後
１
時　
分
か
ら
、

２５

１０

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
６
種

目
の
体
力
測
定
を
行
い
、
体
力
年

齢
を
測
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は 
鷹 たか

 
羽 
☎
４
５
８
・
２
６
８
１
へ
。

は
　
◆
講
演
会
「
街
道
を
ゆ
く　
中

国・江
南
の
み
ち
」（
司
馬
遼
太
郎

を
語
る
会
）　
７
月　
日（
土
）午

１４

前　

時
～
正
午
、
市
民
プ
ラ
ザ

１０
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
４
０
０
円
。

記
録
映
像
監
督
の 
重  
森  
貝
崙 
氏
が

し
げ 
も
り 
ば
い
ろ
ん

蘇
州
中
心
に
歴
史
と
文
化
を
語
り

ま
す
。
詳
し
く
は
斉
藤
☎
０
９

０
・
７
２
３
５
・
４
６
４
９
へ
。

　
◆
写
真
展
（
写
遊
「
つ
つ
じ
」）

　
７
月
１
日
（
日
）
～
５
日
（
木
）

の
午
前　
時
～
午
後
６
時
（
初
日

１０

は
正
午
か
ら
）、
ス
ペ
ー
ス
１
０

５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入
場

料
無
料
。
詳
し
く
は
柳
澤
☎
４
７

３
・
１
０
０
１
へ
。

　
◆
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験
会
（
リ
ト

ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
ま
め
ち
ゃ
ん

ズ
）　
６
月　
日（
月
）午
前　
時

１８

１０

半
～　

時　

分
、
市
民
プ
ラ
ザ

１１

１５

ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
５
０
０
円
。

１
歳
か
ら
の
音
遊
び
。
音
楽
で
さ

ま
ざ
ま
な
感
覚
を
刺
激
し
活
発
に

し
ま
す
。
詳
し
く
は
遠
藤
☎
０
９

０
・
２
７
６
９
・
１
６
７
４
へ
。

　
◆
は
じ
め
て
の
フ
ラ
体
験
会

（
プ
ア
ラ
レ
ア　
フ
ラ
）　
７
月

１
日
・　

日
・　

日
の
い
ず
れ
も

２２

２９

日
曜
日
午
前
９
時　
分
～　
時　

１５

１０
１５

分
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本

町
で
。
参
加
費
１
人
３
０
０
円
。

（
親
子
で
参
加
す
る
場
合
は
２
人

で
５
０
０
円
）。
小
学
生
か
ら　
７０

歳
代
の
方
。
詳
し
く
は 
新  
野 
☎
０

あ
ら 
の

９
０
・
４
６
６
５
・
２
１
６
７
へ
。

　
東
村
山
都
市
計
画
道
路
３・４・

　
お
よ
び
３
・
４
・　

号
線
の
事

１３

２１

業
概
要
な
ら
び
に

同
３
・
４
・　

号
２１

線
の
う
ち
、

さ
い
わ
い
通
り
か
ら
小
山
通

り
ま
で
の
延
長
約
５
２
０
丿

区
間
の
測
量
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
【
日
時
】６
月　
日（
金
）午

２９

後
７
時
～
８
時
半

　
【
会
場
】久
留
米
中
学
校
Ｃ

棟
２
階
視
聴
覚
室

　
【
ご
注
意
】車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

今

後

の

予

定

　
昨
年
度
か
ら
、
東
村
山
都
市
計

画
道
路
３
・
４
・　

お
よ
び
３
・

１３

４
・　

号
線
の
事
業
化
に
向
け
た

２１

検
討
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

幸
町
五
丁
目
（
大
曲
）
の
冠
水
対

策
を
早
期
に
図
る
た
め
、
ま
ず
同

３
・
４
・　

号
線
の
さ
い
わ
い
通

２１

り
か
ら
小
山
通
り
ま
で
の
区
間
を

第
１
工
区
と
し
て
事
業
化
に
向
け

た
測
量
作
業
に
着
手
し
ま
す
。
残

り
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
測
量
作

業
に
着
手
す
る
段
階
で
改
め
て
説

明
会
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
道
路
計
画
課
道
路
交

通
計
画
係
☎
４
７
０
・
７
７
６
８

へ
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

政
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
市
の

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、　

年
度
下
半
期
（　
年

２９

２９

　
月
１
日
～　
年
３
月　
日
）
の

１０

３０

３１

市
債
の
現
在
高
、
基
金
、
財
産
、

予
算
執
行
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市

債

の

状

況

　
道
路
、
公
園
の
整
備
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
、
将
来
そ
の
施
設

を
利
用
す
る
世
代
に
も
負
担
を
し

て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
な
事
業
の

場
合
、
市
で
は
事
業
費
の
一
定
割

合
を
「
市
債
」
と
し
て
国
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
現
在
高
＝
３
０
４
億
５
１

０
７
万
４
千
円

　
【
内
訳
】一
般
会
計
＝
２
２
４
億

８
３
４
８
万
５
千
円
▼
下
水
道
事

業
特
別
会
計
＝　
億
６
７
５
８
万

７９

９
千
円

市
民
負
担
の
状
況

　
市
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
市
税
の
ほ
か
、
国
や
都
か

ら
の
支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担
額
＝

　
万
６
千
円
▼
１
世
帯
当
た
り
の

１４市
税
負
担
額
＝　
万
７
千
円

３１

基

金

の

状

況

　
基
金
は
家
計
で
言
え
ば
「
預
貯

金
」
に
当
た
る
も
の
で
す
。
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
る
事
業
に
備

え
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら

目
的
ご
と
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
基
金
現
在
高
＝　
億
２
１
２
９

７１

万
７
千
円

　
【
内
訳
】財
政
調
整
基
金
＝　
億
４３

４
８
７
３
万
２
千
円
▼
そ
の
他
の

基
金
＝　
億
７
２
５
６
万
５
千
円

２７

公
有
財
産
の
状
況

　
公
有
財
産
と
は
、
市
が
所
有
す

る
不
動
産
や
動
産
な
ど
を
言
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
土
地
、
建
物
な

ど
の
財
産
は
次
の
通
り
で
す
。

　
土
地
＝　
万
５
６
１
２
・　

平

５９

４０

方
丿
▼
建
物
＝　
万
４
６
２
４
・

１９

　
平
方
丿
▼
工
作
物
＝
１
４
４
カ

８２所
　
※
各
計
数
は　
年
３
月
末
現
在

３０

の
も
の
で
す
。
原
則
と
し
て
表
示

単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、
合

計
な
ど
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

一

般

会

計

　
【
予
算
総
額
】４
２
８
億
１
３
３

２
万
３
千
円
。
当
初
予
算
額
は
４

０
５
億
６
６
０
０
万
円
で
し
た
が

６
回
の
補
正
を
行
い
ま
し
た

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
３
６
９
億

８
９
０
万
２
千
円
▼
収
入
率
＝

　
・
２
％

８６
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
３
６
６
億

４
１
８
４
万
１
千
円
▼
執
行
率
＝

　
・
６
％

８５国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】１
４
３
億
７
９
８

６
万
５
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
１
３
０
億

２
０
９
６
万
８
千
円
▼
収
入
率
＝

　
・
６
％

９０
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
１
２
８
億

６
６
２
８
万
７
千
円
▼
執
行
率
＝

　
・
５
％

８９
369億890万2千円369億890万2千円369億890万2千円

366億4,184万1千円366億4,184万1千円366億4,184万1千円 61億7,148万2千円

59億442万1千円

後
期
高
齢
者
医
療 

特

別

会

計

　
【
予
算
総
額
】　
億
２
４
４
１
万

２９

６
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
９
７

２８

２
１
万
３
千
円
▼
収
入
率
＝　
・
９９

１
％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
９
５

２８

２
５
万
５
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
９９

０
％介

護
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】　
億
１
０
５
７
万

９０

９
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
５
０

８１

２
０
万
６
千
円
▼
収
入
率
＝　
・
９０

５
％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
９
７

７５

２
８
万
５
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
８４

３
％下

水
道
事
業
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】　
億
１
１
８
２
万

２９

円
　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
３
７

２３

０
１
万
円
▼
収
入
率
＝　
・
３
％

８０

　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
６
９

２４

７
２
万
２
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
８４

８
％
　
※
予
算
総
額
に
対
す
る
執
行
率

は
、
い
ず
れ
も　
年
３
月
末
現
在

３０

の
も
の
で
す
。
１
年
間
の
決
算
は
、

現
金
の
未
収
・
未
払
い
の
整
理
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

「
出
納
整
理
期
間
（
４
月
１
日
～

５
月　
日
）」
後
に
確
定
し
ま
す
。

３１

　
詳
し
く
は
財
政
課
☎
４
７
０
・

７
７
０
６
へ
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
振
り
返
ろ

う
、
絆
と
輪
」。

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
全
館
を

使
っ
て
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
行
い
ま

す
。
市
内
ま
た
は
近
郊
で
活
動
し

て
い
る
団
体
、
企
業
な
ど
に
よ
る

出
展
ブ
ー
ス
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
、
震
災
直
後
に
盛
ん
に
言
わ
れ

て
い
た「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
改
め
て
振
り
返
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
売
り
上
げ
の
一
部
は
市
福
祉
総

務
課
を
経

由
し
、
復

興
支
援
の

義
援
金
と

し
て
日
本

赤
十
字
社

へ
寄
付
を
し
ま
す
。
参
加
す
る
こ

と
が
、
そ
の
ま
ま
支
援
に
つ
な
が

り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
日
）
午
前

２２

９
時　
分
～
午
後
３
時

４５

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
入
場
料
】
無
料

　
詳
し
く
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
３
・
７
８
１
１
へ
。

　
梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
長
雨

や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
崖

や
よ
う
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
危
な

い
崖
や
不
完
全
な
よ
う
壁
で
覆
わ

れ
て
い
る
所
に
あ
る
家
で
は
、
大

き
な
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
隣
接
す
る
方
々
の
生
命
、
財

産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
家
の
周
囲
の
安
全
を

確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留

め
な
ど
は
補
強
改
善
し
、
雨
水
の

排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て
、
安

全
対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
す
で
に
、
関
係
機
関
か
ら
改
善

な
ど
の
措
置
を
と
る
よ
う
勧
告
を

受
け
た
方
は
、
補
強
・
改
良
な
ど

の
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
で

定
め
ら
れ
た
区
域
内
で
、
一
定
の

高
さ
以
上
の
切
り
土
・
盛
り
土
を

し
た
り
、
よ
う
壁
な
ど
を
築
造
す

る
と
き
は
、
事
前
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
多
摩
建
築
指
導
事

務
所
開
発
指
導
第
二
課
☎
０
４

２
・
３
６
４
・
２
３
８
６
へ
。

　
夏
に
な
る
と
花
火
大
会
や
夏
祭

り
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
楽
し

い
催
し
が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
多
く
の
人
が
集
ま
る

催
し
で
火
災
が
起
き
る
と
、
大
き

な
被
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
悲
し
い

も
の
に
し
な
い
た
め
に
も
、
屋
外

で
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
使
用

器
具
を
使
う
場
合
は
、
次
の
①
～

⑧
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
①
消
火
器
の
準
備
＝
万
が
一
の

と
き
に
、
適
切
に
消
火
で
き
る
よ

う
に
消
火
器
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

さ
び
て
い
た
り
、
変
形
し
た
消
火

器
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
②
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
は
正
し
く

使
う
＝
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
よ
り
大

き
な
鍋
を
載
せ
た
り
、
コ
ン
ロ
を

並
べ
て
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ボ
ン
ベ
が
破
裂
し
て
爆
発
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す

　
③
ホ
ー
ス
の
差
し
込
み
、
ボ
ン

ベ
の
固
定
は
し
っ
か
り
と
＝
ガ
ス

器
具
の
ホ
ー
ス
は
し
っ
か
り
と
差

し
込
み
、
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
な
ど
で

締
め
ま
し
ょ
う
。
ホ
ー
ス
の
差
し

込
み
が
足
り
な
い
と
、
ガ
ス
が
漏

れ
て
引
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
転
倒
す
る

と
ガ
ス
が
漏
れ
る
な
ど
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
転
倒
し
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い

　
④
器
具
の
周
り
は
整
理
整
頓
＝

器
具
の
周
り
は
整
頓
を
し
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
の
燃
え
る
物
を
近
く

に
置
い
た
り
、
不
安
定
な
状
態
で

使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

　
⑤
設
置
方
法
を
し
っ
か
り
把
握

＝
器
具
の
設
置
方
法
を
正
し
く
理

解
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
方
法
を
間

違
え
る
と
、
可
燃
物
と
の
安
全
な

距
離
が
保
て
ず
、
火
災
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す

　
⑥
十
分
に
冷
ま
す
＝
フ
ラ
イ

ヤ
ー
を
使
う
と
き
に
は
、
揚
げ
か

す
に
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
、

重
ね
て
多
量
に
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

　
⑦
ガ
ソ
リ
ン
の
適
正
管
理
＝
ガ

ソ
リ
ン
携
行
缶
は
高
温
部
（
使
用

中
の
発
電
機
な
ど
）
の
近
く
や
直

射
日
光
の
当
た
る
所
に
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い

　
⑧
照
明
器
具
は
可
燃
物
か
ら
離

す
＝
熱
を
発
生
す
る
照
明
器
具
な

ど
を
装
飾
品
、
木
板
な
ど
の
可
燃

物
に
近
接
し
て
設
置
し
な
い
で
く

だ
さ
い

　
※
露
店
な
ど
で
火
気
使
用
器
具

を
使
用
す
る
場
合
は
、
消
火
器
の

設
置
と
、
開
設
の
３
日
前
ま
で
に

消
防
署
長
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。　
　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
０
）
へ
。

▲予算総額に占める収入・支出済額と
　収入・支出予定額

　
「
相
手
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ

る
の
に
、
遠
慮
し
て
伝
え
ら
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
相
手
も
自
分
も
尊
重
し
、
自

分
の
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
る

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
手
法
を
学
び
、
面
接

の
場
面
な
ど
で
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
水
）
午
後

２５

１
時
～
３
時
半

　
【
内
容
】「
よ
り
良
い
人
間
関
係

を
つ
く
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

を
学
ぼ
う
！
」

　
【
定
員
】
先
着　
人
５０

　
【
講
師
】国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
認
定
心
理
士
の

山
本
浩
子
氏

　
【
そ
の
他
】２
歳
～
未
就
学
児
の

保
育
あ
り
。
先
着
５
人
。
７
月　
１１

日
（
水
）
ま
で
に
要
予
約

②
個
別
相
談
会

　
【
日
時
】
７
月　
日
（
水
）
の
セ

２５

ミ
ナ
ー
終
了
後
、
１
人
約　
分
３０

　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

《
①
・
②
共
通
事
項
》

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
対
象
】再
就
職
を
考
え
て
い
る

女
性
　
【
費
用
】
無
料

　
【
ご
注
意
】受
講
に
は「
東
京
し

ご
と
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
登
録
が

必
要
で
す
（
当
日
登
録
可
）

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
６
月　
１５

日
（
金
）
か
ら
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
☎
０
４
２
・
３
２
９
・

４
５
２
４
へ
。

ノ　
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、

２３
市
文
化
協
会
事
務
局
宛
て
郵
送
を
。

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

一
人
ひ
と
り
の
防
災
力
か
ら
。
あ

な
た
や
大
切
な
人
を
守
る
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
【
日
時
・
内
容
】
下
表
の
通
り

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
【
定
員
】　

人（
応
募
者
多
数
の

３０

場
合
は
抽
選
）

　
【
受
講
料
】１
２
０
０
円（
資
料・

保
険
代
な
ど
）

　
申
し
込
み
は
７
月
１
日
（
日
）

～　
日
（
金
）
に
（
必
着
）、
は
が

２０
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
儿
０
０
５
４
、
中
央
町
２
ノ
６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
（
第
４
月
曜
日

を
除
く
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ
。

内容日時
オリエンテーショ
ン、防災概要、市地
域防災計画午後１時１５分

～４時１５分

８月４日（土）

消防署の役割と取
組、家庭の防災、グ
ループ討議

　　１８日（土）

立川防災館見学、体
験学習

午前１１時５０分～
午後５時１５分９月１日（土）

市内の防災施設見学

午後１時１５分
～４時１５分

　　１４日（金）
避難所運営クロスロ
ード、耐震補強と工
法事例

　　２２日（土）

自治会の活動事例、
避難所運営連絡会、
グループ討議

　　２９日（土）

災害時の医療体制、
避難所運営ゲーム
（HUG）、修了式

１０月６日（土）

３０年度防災まちづくり学校日程

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議

水
と
み
ど
り
部
会
で
は
、
市
内

に
あ
る
貴
重
な
自
然
環
境
の
資

源
を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ

↑
№
９　
樹
種
＝
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ

シ
▼
場
所
＝
子
の
神
社
境
内
階

段
脇
▼
選
定
理
由
＝
葉
の
裏
が

白
味
が
か
っ
た
シ
ラ
カ
シ
の
一

種
で
、
あ
ま
り
目
に
し
な
い
珍

し
い
木

↑
№　
　
樹
種
＝
エ
ノ
キ
▼
場

１０

所
＝
つ
ば
き
公
園
内
▼
選
定
理

由
＝
公
園
の
中
に
ひ
と
き
わ
大

き
く
威
風
堂
々
と
立
っ
て
い
る
。

枝
ぶ
り
が
す
ば
ら
し
い

↑
№　
　
樹
種
＝
エ
ノ
キ
▼
場

１１

所
＝
柳
窪
天
神
社
前
黒
目
川
際

▼
選
定
理
由
＝
黒
目
川
の
流
れ

と
相
ま
っ
て
、
高
く
そ
び
え
る

風
格
の
あ
る
木

↑
№　
　
樹
種
＝
エ
ノ
キ
▼
場

１２

所
＝
さ
い
か
ち
窪
入
口
芝
生
広

場
内
▼
選
定
理
由
＝
地
表
か
ら

す
ぐ
の
所
で
扇
形
に
枝
を
広
げ

た
形
が
珍
し
い
木

と
で
、
保
全
に
当
た
っ
て
の
啓

発
を
進
め
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
た
保
全
体
制
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
公
募

に
よ
る
「
東
久
留
米
の
名
木
百

選
」
を
選
定
し
ま
し
た
。
選
定

さ
れ
た
１
０
０
本
の
名
木
は
、

広
報
紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

順
番
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　
６
月
前
後
は
カ
ラ
ス
の
繁
殖

期
で
す
。
カ
ラ
ス
の
多
く
は
、

卵
や
ひ
な
を
守
る
た
め
に
、
巣

や
ひ
な
に
近
づ
く
と
威
嚇
な
ど

を
し
て
き
ま
す
。　
ま
た
、
多

く
の
カ
ラ
ス
は
、
餌
の
捕
れ
る

周
辺
に
生
息
し
ま
す
。
餌
に
な

り
や
す
い
生
ご
み
を
少
な
く
す

る
な
ど
、
ご
み
の
出
し
方
を
工

夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
カ
ラ
ス
に
威
嚇
な
ど
を
さ
れ

な
い
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
予

防
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
カ
ラ
ス
を
刺
激
し
な
い
②

巣
や
ひ
な
に
近
づ
か
な
い
③
帽

子
や
日
傘
で
身
を
守
る

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　
こ
の
事
業
は　
年
度
文
化
芸
術

３０

振
興
費
補
助
金
を
活
用
し
、
教
室

を
開
催
す
る
も
の
で
す
。

①
親
子
い
け
ば
な
教
室

　
い
ろ
い
ろ
な
花
器
や
花
留
め
を

使
い
、
行
事
や
節
句
に
合
わ
せ
た

四
季
の
生
け
花
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日
～

１３

２９

　
年
１
月　
日
の
い
ず
れ
も
原
則

３１

２７

日
曜
日
午
前　
時
～　
時

１０

１１

　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

　
【
費
用
】１
回
１
０
８
０
円（
花

材
費
）　

　
【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、エ
プ
ロ

ン
、
タ
オ
ル
、
新
聞
紙

　
【
実
施
団
体
】 
創
美
流  鴻
月
會 

そ
う
び
り
ゅ
う こ
う
げ
つ
か
い

②
茶
道
文
化
に
親
し
む
親
子
教
室

　
抹
茶
の
た
て
方
や
茶
道
の
基
本

的
な
作
法
を
学
び
ま
す
。

　
【
日
時
】全　
回
。
８
月
５
日
～

１０

　
月
９
日
の
い
ず
れ
も
原
則
日
曜

１２日
午
後
１
時
～
２
時
半

　
【
定
員
】
先
着　
人
１２

　
【
費
用
】１
回
５
０
０
円（
茶
菓

代
）　

　
【
持
ち
物
】
白
い
靴
下
、
腰
ひ
も
、

筆
記
用
具

　
【
実
施
団
体
】
全
国
渡
辺
会

③
親
子
書
道
教
室

　
筆
文
字
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日
～

１２

２８

　
年
１
月　
日
の
い
ず
れ
も
原
則

３１

１９

土
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時

　
【
定
員
】
先
着　
人
１５

　
【
費
用
】１
回
３
０
０
円（
資
料

代
）　
　
【
持
ち
物
】エ
プ
ロ
ン
、筆
記
用

具
、
新
聞
紙
、
タ
オ
ル
２
枚

　
【
実
施
団
体
】多
摩
書
道
研
究
會

 
輪
書
會 

り
ん
し
ょ
か
い

④
親
子
着
付
教
室

　
浴
衣
や
帯
の
結
び
方
を
学
び
、

和
装
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日
～

１０

２２

　
年
１
月
６
日
の
い
ず
れ
も
原
則

３１日
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時

　
【
対
象
】身
長
１
４
０
丶
丿
以
上

の
方
　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

　
【
費
用
】
５
０
０
円
（
資
料
代
）

　
【
持
ち
物
】足
袋
、筆
記
用
具
な
ど

　
【
実
施
団
体
】
小
笠
原
新
流

 
梧
桐
會 

あ
お
ぎ
り
か
い

⑤
子
ど
も 
筝
曲 教
室

そ
う
き
ょ
く

　
和
楽
器
の 
箏 
（
琴
）
に
親
し
み
、

そ
う

み
や
び
な
音
調
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
　
【
日
時
】全　
回
。
７
月　
日
～

１０

２２

　
月　
日
の
い
ず
れ
も
原
則
日
曜

１１

１８

日
午
後
３
時
半
～
５
時

　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

　
【
費
用
】
５
０
０
円
（
資
料
代
）、

３
２
０
０
円
（
爪
代
）　

　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
靴
下

　
【
実
施
団
体
】 
箏
道
普
及
委
員 

そ
う
ど
う
ふ
き
ゅ
う
い
い
ん

 
会
菊
音
會 

か
い
き
く
お
ん
か
い

⑥
刀
道
剣
術
を
学
ぶ
親
子
教
室

　
武
士
道
の
心
を
養
い
剣
術
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
【
日
時
】
全　

回
。
７
月
７
日

１０

（
土
）
～　
月　
日
（
祝
）
の
い

１１

２３

ず
れ
も
原
則
土
曜
日
午
後
１
時
半

～
３
時
半
（
午
後
３
時
半
～
５
時

半
の
回
も
あ
り
）

　
【
定
員
】
先
着　
人
１０

　
【
費
用
】１
０
０
０
円（
資
料
代
）

　
【
持
ち
物
】
靴
下
、
筆
記
用
具

　
【
実
施
団
体
】剣
術
普
及
委
員
会

《
①
～
⑥
共
通
事
項
》

　
【
会
場
】創
美
流
華
道
會
館（
前

沢
５
ノ
７
ノ　
）
２７

　
【
対
象
】
①・②
が
小
学
１
年
～

高
校
３
年
生
、
③
が
小
学
３
年
～

高
校
３
年
生
、
④
～
⑥
が
小
学
４

年
～
高
校
３
年
生

　
【
そ
の
他
】親
子
で
の
参
加
も
可

能
で
す
が
、
児
童
・
生
徒
が
優
先

に
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
６
月　
１５

日
（
金
）
～
７
月
２
日
（
月
）
に

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
１
・
１

６
１
６
）ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（s

oubi@
car.ocn.ne.jp

）
で
同
館
・

渡
邊
☎
４
７
１
・
４
０
２
２
へ
。

　
農
園
で
、
野
菜
の
収
穫
作
業
と

種
ま
き
作
業
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
主
催
は
東
久
留
米
市
市
民
環
境

会
議
環
境
学
習
部
会
、
共
催
は
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り
、
学
校
法

人
自
由
学
園
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
い

ま
ぁ
る
南
沢
。

　
【
日
時
】
７
月
８
日
（
日
）
午
前

　
時
～
正
午

１０
　
【
会
場
】南
沢
篠
宮
農
園（
南
沢

１
ノ　

ノ　
、
ひ
と
し
フ
ァ
ー

１４

１１

ム
）
　
【
対
象
】
小
学
生

　
【
募
集
人
数
】
先
着　
人
１５

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
６
月　
１８

日
（
月
）
～　
日
（
月
）
に
、
電

２５

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（kankyo

seisaku@
city.higashikurume.lg.

jp

）
で
環
境
政
策
課
☎
４
７
０
・

７
７
５
３
へ
。

　
　
年
度
か
ら
市
立
中
学
校
で
使

３１
用
す
る
「
特
別
の
教
科　
道
徳
」

の
教
科
用
図
書
を
採
択
す
る
た
め
、

そ
の
対
象
と
な
る
教
科
用
図
書
見

本
を
展
示
し
ま
す
。

　
【
展
示
場
所・日
程
】
①
市
役
所

６
階
６
０
２
会
議
室
＝
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
６
月　
日
（
金
）
～

１５

７
月
２
日
（
月
）
の
午
前
８
時
半

～
正
午
と
午
後
１
時
～
５
時　
分
１５

②
中
央
図
書
館
２
階
地
域
資
料

コ
ー
ナ
ー
＝
６
月　
日
（
火
）・　

１９

２２

日
（
金
）・　
日
（
金
）
を
除
く
６

２９

月　
日
（
月
）
～
７
月
１
日
（
日
）

１８
の
午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
詳
し
く
は
指
導
室
☎
４
７
０
・

７
７
８
１
へ
。

　
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
ぴ
っ
た

り
の
講
座
で
す
。
複
数
の
講
座
に

申
し
込
め
ま
す
。

①
セ
ミ
の
抜
け
殻
を
観
察
し
よ

う
！
　
【
日
時
】
８
月
４
日
（
土
）
午
前

　
時
半
か
ら
（　
時　
分
か
ら
受

１０

１０

１５

け
付
け
）、　

分
程
度

９０

　
【
内
容
】抜
け
殻
だ
け
で
セ
ミ
の

種
類
が
わ
か
る
「
セ
ミ
博
士
」
に

な
ろ
う

　
【
対
象
】小
学
１
年
～
４
年
生
と

そ
の
保
護
者

　
【
定
員
】
先
着　
組
１５

　
【
講
師
】
自
然
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
の
青
山
正
志
氏

　
【
費
用
】
５
０
０
円

②
カ
メ
の 
甲  
羅 
を
作
っ
て
み
よ

こ
う 
ら

う
！
　
【
日
時
】
８
月
４
日
（
土
）
午
後

１
時
半
か
ら
（
１
時　
分
か
ら
受

１５

け
付
け
）、　

分
程
度

９０

　
【
内
容
】カ
メ
や
甲
羅
を
観
察
し

な
が
ら
、
本
物
と
同
じ
仕
組
み
の

甲
羅
を
作
っ
て
み
よ
う

　
【
対
象
】
小
学
３
年
生
以
上

　
【
定
員
】
先
着　
人
２０

　
【
講
師
】
自
然
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
の
青
山
正
志
氏

　
【
費
用
】１
０
０
０
円（
材
料
費

を
含
む
）

③
フ
レ
ー
ム
を
可
愛
く
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
よ
う
！

　
【
日
時
】
８
月
５
日
（
日
）
午
前

　
時
半
か
ら
（　
時　
分
か
ら
受

１０

１０

１５

け
付
け
）、　

分
程
度

９０

　
【
内
容
】額
縁
を
可
愛
く
ア
レ
ン

ジ
し
て
自
分
だ
け
の
フ
レ
ー
ム
を

作
ろ
う

　
【
対
象
】小
学
１
年
～
４
年
生
と

そ
の
保
護
者

　
【
定
員
】
先
着　
組
１５

　
【
講
師
】
中
山
の
り
子
氏

　
【
費
用
】１
５
０
０
円（
材
料
費

を
含
む
）

④
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
パ
ン
屋
さ
ん
を

作
ろ
う
！

　
【
日
時
】
８
月
５
日
（
日
）
午
後

１
時
半
か
ら
（
１
時　
分
か
ら
受

１５

け
付
け
）、　

分
程
度

９０

　
【
内
容
】
粘
土
で
パ
ン
を
作
り
、

か
わ
い
い
パ
ン
屋
さ
ん
を
作
ろ
う

　
【
対
象
】
小
学
３
年
生
以
上

　
【
定
員
】
先
着　
人
１５

　
【
講
師
】
中
山
の
り
子
氏

　
【
費
用
】１
５
０
０
円（
材
料
費

を
含
む
）

《
①
～
④
共
通
事
項
》

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
創

作
室
　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
７
月
１

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
☎
４
７
３
・
７
８
１
１
（
毎

月
第
４
月
曜
日
休
館
）
へ
。

伝
統
文
化
親
子
教
室
事

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業業

　

年
度
下
半
期

２９市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す

東
村
山
都
市
計
画
道

東
村
山
都
市
計
画
道
路路

３
・
４
・

お
よ
び
３
・
４
・

号
線

３
・
４
・　

お
よ
び
３
・
４
・　

号
線
のの

１３１３

２１２１

事
業
概
要
お
よ
び
測
量
説
明
会
を
開
催
し
ま

事
業
概
要
お
よ
び
測
量
説
明
会
を
開
催
し
ま
すす

夏
祭
り
や
花
火
大
会
で

夏
祭
り
や
花
火
大
会
で
のの

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ

 

　
　

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
うう

崖
や
よ
う
壁
な
ど

崖
や
よ
う
壁
な
ど
のの

崩
壊
に
ご
注
意
く
だ
さ

崩
壊
に
ご
注
意
く
だ
さ
いい

防
災
ま
ち
づ
く
り
学

防
災
ま
ち
づ
く
り
学
校校

カ
ラ
ス
被
害
の
予
防
に
つ
い

カ
ラ
ス
被
害
の
予
防
に
つ
い
てて

東久留米東久留米のの
名木百選紹名木百選紹介介
№９～№１№９～№１２２

東
久
留
米
駅

黒目川

西
武
池
袋
線

西
武
池
袋
線

西
武
池
袋
線

郵便局

消防署消防署

対象区間
（第1工区）
対象区間
（第1工区）

第2工区
（予定）
第2工区
（予定）

第3工区
（予定）
第3工区
（予定）

至清瀬至清瀬至清瀬

東久留米
市役所
東久留米
市役所
東久留米
市役所

至
ひ
ば
り
ヶ
丘

至
ひ
ば
り
ヶ
丘

至
ひ
ば
り
ヶ
丘

東村
山都
市計
画道
路

3・4・
21号
線

東村
山都
市計
画道
路

3・4・
21号
線

東村
山都
市計
画道
路

3・4・
21号
線

東
村
山
都
市
計
画
道
路

３・４・１３号
線

新座市新座市新座市

東久留米市東久留米市東久留米市

さ
い
わ
い
通
り

小
山
通
り

受
講
生
を
募
集
し
ま

受
講
生
を
募
集
し
ま
すす

市
民
大
学
中
期
コ
ー
ス

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
のの

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ルル

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
を
学
ぼ

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
を
学
ぼ
うう

〜
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会

〜
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会
〜〜

文化庁
シンボルマーク

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
自
由
研
究
講

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

夏
休
み
自
由
研
究
講
座座

東
日
本
大
震

東
日
本
大
震
災災
・・
熊
本
地
震
被
災
地
復
興
支

熊
本
地
震
被
災
地
復
興
支
援援

イ
ベ
ン

イ
ベ
ン
トト「「
ま
ろ
に
え
祭
り

ま
ろ
に
え
祭
り 
」」を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

年
度
使
用
の
市
立
中
学
校

　

年
度
使
用
の
市
立
中
学
校
のの

３１３１教
科
用
図

教
科
用
図
書書（（
道
徳
道
徳
））を
展
示
し
ま

を
展
示
し
ま
すす

み
の
り

み
の
り
塾塾

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
とと

秋
野
菜
の
種
ま
き
を
体
験
し
よ

秋
野
菜
の
種
ま
き
を
体
験
し
よ
うう


